PDPにおける壁電荷の消去を用いた高速アドレス駆動に関する研究 by 澤田 剛輝
                                 修 士 論 文 の 和 文 要 旨 
 
大学院 電気通信学研究科  博士前期課程        電子工学専攻 
氏     名 澤田 剛輝 学籍番号 0432032 
論 文 題 目 
PDPにおける壁電荷の消去を用いた  
高速アドレス駆動に関する研究 
 
 要  旨  
 
プラズマディスプレイ（PDP）は階調表示方式にフィールド内パルス数変調階
調表示方式を採用している。このため、PDPの高精細化が進むと、フィールド内
でアドレスに要する時間が増加し発光期間が減少する。これはピーク輝度、コン
トラストの低下といった画質の低下を招く。PDPの更なる高画質・高精細化のた
め、高速なアドレス方式の開発が急務である。  
従来のADS書き込みアドレス駆動方式では、選択表示を行う放電セルにおいて
アドレス放電を起こす。この時アドレスを完了するためには、放電を発生させる
ための時間加え、放電によって発生した空間電荷を外部印加電圧による電界によ
り引きつけ、表示放電の開始に十分な量に至るまで放電セル壁面に蓄積させるた
めの時間を要する。そのためアドレス速度は比較的遅くなってしまっていた。  
アドレスを高速に行う方法として、壁電荷を消去しアドレスを行う消去アドレ
ス方式を用いたSF前詰め駆動方式というものが知られているが、この方式を採用
した場合、少ないSFで多階調を得られる2進符号化発光表示方式を採用すること
が出来なくなってしまう。  
本研究では、2進符号化発光表示方式を採用することが出来る書き込みアドレス
駆動でありながら、高速にアドレスを行うことが出来る駆動方式の実現を目的と
し、アドレス時に壁電荷を蓄積させるのではなく、蓄積させた壁電荷を消去する
ことで高速アドレスを行う駆動方式を開発した。  
測定により、従来の書き込みアドレス駆動方式における走査パルス幅1.75μsか
ら、本駆動方式を適用することで1.1μsにまでアドレスの高速化が可能であること
が分かった。  
この駆動方式を用いた場合、高コントラストが得られることで一般的となって
いる傾斜波を用いたリセット波形ではリセットを行うことが出来なかった。そこ
で、傾斜波を用いたリセット波形に変更を加え、この駆動方式に合わせたリセッ
ト波形を構成した。  
これらの測定結果をもとに、壁電荷の消去を用いた高速アドレス10SF駆動を実
現した。対角4インチNe + 10%Xeパネルにおいて、データパルス電圧84V、走査パ
ルス電圧−117V、走査パルス幅1.33μsで、ピーク輝度（緑色）、バックグラウンド
輝度（緑色）それぞれ0.25cd/m2、900cd/m2、暗室コントラスト比3600:1を得た。
 
